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箱庭制作 とい う場 の特徴 に関す る一考察

一2つ の場 をめ ぐる作 り手の体験 に着 目して 一

大石 真吾

1.問 題

箱 庭 療 法 は、ク ライ エ ン トに対 して 、面接 室 内の棚 に並 べ られ た 様 々 な種 類 の アイ テ ム を用 い 、

内法57cm×72cm×7cmの 砂箱 の なか に 、好 きな もの を置 い た り砂 を動 か した り して 自由 に表現 し

て も ら うもの で あ る。 そ して河 合(1969)が 「終 始 許 容 的 な態 度 で 、 そ の作 品 の で き あ が って い く

の を と もに 味わ い 楽 しむ よ うな気 持 で 、そ れ に接 して い る こ とが望 ま しい」と述 べ るよ うに、通 常 、

セ ラ ピス トは ク ライエ ン トの制 作 を傍 らで 見 守 る。 こ うした 状 況 は 、対 面式 の面 接 と比 べ る とか

な り独 特 で あ る。 ク ライ エ ン トとセ ラ ピス トは 向 き合 わず 、 ク ライエ ン トはセ ラ ピス トに見守 ら

れ る形 で 砂箱 に 向か う。 こ う した 箱庭 療 法 の 場 の 特徴 につ い て 、河 合(1982)は 「自由で あ る と同

時 に保護 され た 一 っ の あ る空 間」(Kalff,1966/1972)を ク ライ エ ン トとセ ラ ピス トの 問 に作 り出

す こ と を重視 す るKalffの 主 張 を強調 しつ つ 、 そ の よ うな場 で 生 じる 「二 重 の 守 り」を前 提 とす る

時 、箱 庭 の表 現 が 意 味 を持 った もの と して 立 ち現 れ る と述 べ て い る。 ま た伊 藤(2007)も 「面接 室

の空 間の な か に、箱 庭 の砂箱 が備 え られ て い る とい う二重 構 造 、 つ ま り二重 の守 りが あ る こ とが

特筆 され るべ き点 で あ ろ う」と指 摘 し、「セ ラ ピス トの存 在 」に よっ て守 られ た面 接 室 とい う空 間

の 中 にお い て さ らに 、砂 箱 とい う守 られ た 空 間 が生 じる こ とで 、 ク ライ エ ン トの 深 い表 現 が 可能

に な る と述 べ て い る。 この よ うに、箱 庭 独 特 の場 にお い て生 じ る二重 の 守 り とい う特 徴 が 、箱 庭

の治 療 的側 面 を支 え てい る と考 え られ る。

だ が こ う した 二 重 の守 りは 、箱 庭 療 法 にお い て いつ も生 じ うる もの で はな い。中井(1985)が 「表

出 を保護 す る と同 時 に強 い る とい う二重 性 」 と述 べ る よ うな性 質 がそ こに は存 在 す る と考 え られ

る た めで あ る。面接 室 や セ ラ ピス トの存 在 は 、クライ エ ン トに対 し時 間 と場所 の制 限 を与 え るが 、

これ は ク ライ エ ン トの表 現 を制 限 の 内 に守 る と同時 に 、制 限の 内 に ク ライエ ン トを束 縛 し、表 現

を 強い る もの ともな り うる。 そ して そ れ は 、伊 藤(2007)が 「砂箱 の 中に置 く とい う制 限、 ア イテ

ム に仮 託す る とい う制 限」 が 「ク ライエ ン トを守 る」 と述 べ る よ うに、砂 箱 の守 りに 関 して も同

様 にい え るこ とで あ る。 「砂 箱 の よ うな確 固 と した く枠〉 や 〈容 器 〉は 、単 にそ こに表 出 させ る だ

け で な く、表 現 され る もの を ま とめ させ て 一つ の世 界 を作 り上 げ らせ よ う とす る働 き を強 く持 つ 」

と仁 里(2002)が 述 べ る よ うに 、箱庭 療 法 に お いて クライ エ ン トは砂 箱 にお い て 守 られ る と同時 に 、

そ こ に何 か ま とま っ た世 界 を作 り上 げ る こ とを暗 黙 の うち に方 向 づ け られ 、強 い られ るの で あ る。

この よ うに 、箱 庭療 法 にお け る二 重構 造 、つ ま り面 接 室 とい う空 間 の 中に砂 箱 とい う空 間 が あ る

状況 は、必 ず しも二重 の守 り と して機 能 す る とは限 らず 、 ク ライ エ ン トは そ の都 度 のセ ラ ピス ト

との 関係 や 砂 箱 へ の 関 わ りに よ って 、守 りと縛 りの 問 を揺 れ 動 き 、そ うした動 きの も とで そ の都
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度作 品が 生み 出 され る のだ と考 え られ る。

これ ま で 「自由 で あ る と同時 に保 護 され た 一つ のあ る空 間(Kalff,1966/1972)を 作 り出す よ うな

セ ラ ピス トとク ライ エ ン トの 関係 の 重要 性 が 強調 され て き た一 方 、 そ うした守 りと縛 りとの 間 で

どの よ うな体 験 が ク ライ エ ン トに生 じてい るの か、 つ ま りそ の都 度 の表 現 が生 ま れ る実 際 的 な場

の状 況 につ いて は 十分 に検討 され て き て いな い のが 現 状 で あ る。 も っ と も、 ク ライ エ ン トの体 験

に焦 点 を 当て た研 究 と して は 、石原(2002)や 片畑(2007)な どが挙 げ られ 、作 り手 が アイ テ ム を選

ん だ りそ れ を置 く体験 につ い て、 い わ ば砂 箱 の 中 をめ ぐる体 験 に つ いて 実 際的 観 点 か ら論 じ られ

て き た。また 清水(2004)は 箱 庭 制 作へ の立 ち会 い の 有無 を め ぐる作 り手 の体 験 につ い て 取 り上 げ 、

面接 室 とい う場 をめ ぐる体 験 につ い て も言 及 してい る。た だ そ う した研 究 は、「二重 の 守 り」 と呼

ばれ る箱庭 療 法 特 有 の状 況 につ い て 十分 論 じ るに は至 っ てお らず 、実 際 的 な観 点 か らそ うした状

況 につ い て検 討 を重 ね る こ とが必 要 だ と考 え られ る。

II.目 的

本研究では、調査面接という形で複数名に対して箱庭制作を実施 し、そこで生じる作 り手の体

験について検討することで、実際的な観点から箱庭制作とい う場のもつ特徴や意味について論 じ

ることとする。

III.方 法

調 査 協 力者(箱 庭 制 作 中 は 「作 り手 」 と表 記 す る)大 学生 及 び 社会 人 の 男女 各10名(実 施 時

期 の早 い順 に、各 作 り手 の制 作 をAか らTで 表 した)。 平 均 年 齢 は23.5歳(SD=7.7)、 これ ま で

の箱 庭 制 作経 験 は0回 か ら5回 まで の平 均1.3回(SD=1.6)で あ った。

見守 り手 す べ て 筆者 が行 っ た1(箱 庭 制作 中は 「見守 り手」、 それ 以 外 は筆 者 と表 記)。

調 査 場 所X大 学 内 の調 査 室 で行 った。 室 内 は ロー テ ー ブル とイ ス のセ ッ トか らな る面 接 スペ ー

ス と、玩 具棚 ・砂 箱 か らな る箱 庭 制 作 スペ ー ス とに 区切 られ て い た。

用具 砂箱2は 腰 の高 さほ どの 台 上 に設 置 され 、玩 具棚 には 人 間 ・動 物 ・植 物 ・建 物 な ど様 々 な種

類 の アイ テ ムが 用 意 され た。 この他 、制 作 時 の体 験 につ い て調 査す るた め に質 問 紙 とICレ コー

ダ ー 、デ ジ タル カ メ ラ を使 用 した 。 質 問紙 は 、制 作 前 ・制 作 中 ・制 作 後 とい った 流れ に沿 っ て 、

そ の時 感 じた こ と ・考 えた こ と ・思 っ た こ とな どを記 入す る欄 、 見守 り手 に 関 して感 じた こ とを

時 系列 の 流れ で 記 入 して も ら う欄 な どか ら構成 され た。

手続 き 以 下 の要領 で 、60分 間 か ら90分 間 ほ どか け て行 わ れ た。

① 調 査 全 体 につ い て の説 明 と教 示

入 室 後 、面 接 ス ペ ー ス にて 、箱 庭 制作 の後 、質 問紙 へ の記 入 と聴 取 を行 う とい う調 査 全 体 の流

1制 作 の場 で生 じてい る体験 とい うのは、言葉 にな るもの も言葉 に な らない もの も混在 した力動 的な

もので あ り、そ うした雰 囲気 あるい は空気感 の よ うな もの も含 めて作 り手の体験 を理解 す る ことが重

要で ある と思 われ たた め、筆者 自身が 見守 り手を行 った。 ただ し、そ の場 合 、筆 者 が恣意 的に体験 の
一部分 を誇張 して取 り上 げた り

、立 ち会 った 際の強 い思 い込 みや 思い入れ で体験 を歪 めて しま う可能

性 も生 じて くる。そ こで本研 究 では、作 り手 の体験 を分析す る際、可能 な限 り第三者 の視点 を介在 さ

せ るこ とで 、そ ういった 恣意性 に留意す るよ う心が けた。

2通 常箱庭療 法で使 用 され る内法57cm×72cm×7cmの ものを用 いた。
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れ を説 明 した。 そ の後 、 箱庭 制 作 ス ペー ス にあ るア イ テ ム と砂 箱 を使 って 、 自由に何 か作 っ てみ

る よ う教示 した 。 そ の際 、 時 間 は30分 間 ほ どを 目安 とす る こ と、 も し何 も作 れ な い と して もそ

れ 自体 重 要 な箱 庭 制作 体 験 で あ る こ とを説 明 した。

② 箱 庭 制 作

箱 庭 制 作 スペ ー ス に移 動 し、 自由に箱 庭 制 作 を行 っ て も らった。 見 守 り手 はそ の場 の感 じに従

い な が ら、作 り手 の斜 め後 ろ あた りのイ ス に座 る な ど して制 作 を 見守 った。 制 作 開始 か ら30分

経過 した場 合 は、 作 り手 の様 子 を うか がい つ つ 、必 要 に応 じて 「そ ろそ ろ30分 ほ ど経 ちます が

ど うで す か」 な ど と声 をか け た。 制 作終 了後 は 、 しば ら く共 に作 品 を眺 め る時 間 を設 け、 作 品 に

関 してや り と りを行 った 。

③ 質 問 紙 へ の記 入 と聴 取

再 び 面接 スペ ー ス にて 、用 意 した 質 問紙 へ の記 入 を求 めた 。 協力 者 が記 入 す る問 、筆 者 も 自身

の体 験 を記 録 した。 記 入 の後 、質 問紙 の 内容 を も とに した半 構 造化 面 接 に よ るイ ンタ ビ ュー を行

っ た。 そ の 際、 記 述 内容 につ いて 詳 しい説 明 を求 めた ほ か 、作 り手 の体 験 の流 れ が把 握 で き る よ

う、「00を 置 い た とき は ど うい った こ とを感 じてお られ た んで す か?」 とい った 質 問 を臨機 応 変

に行 った。 特 に制 作場 面 に関す る体 験 につ い て は 「制 作 中 と、 制作 後 に作 品 を一 緒 に眺 めて る時

とで 、何 か違 う感 じは あ りま した か?」 「そ の 時 の感 じを何 か他 の場 面 に例 え る と どん な感 じで し

ょ うか?」 とい っ た質 問 を入 念 に行 い 、言 葉 に な りに くい体 験 に つい て も極 力 言 語化 して も ら う

よ う心 が け た。 そ れ に よ って 、作 品 に まつ わ る体 験 だ け で な く、 それ を取 り巻 く見守 り手 の存 在

や調 査 室 の雰 囲 気 に 関す る体験 につ い て もで き る限 り言語 化 して も ら うこ とを心 が け た。 イ ン タ

ビュー の 内容 はICレ コー ダー で 録 音 した 。

これ らの調 査 が 終 了 し、 協力 者 が 退室 した後 、デ ジ タル カ メ ラに よ る作 品 の記 録 を行 った。

IV.結 果

20制 作 分 の制 作 体験 デ ー タ を分 析 す る方 法 と して、本研 究 で はKJ法 を応 用 し、以 下 の よ うな

手順 に も とつ い て 分析 を行 っ た3。

① 制 作 体 験 の把 握

まず それ ぞれ の 制作 に関 して、 質 問紙 、 イ ンタ ビ ュー の逐 語 録 、見 守 り手 の記 録 、作 品 の 写真

を繰 り返 し読 み 返 した り見返 した りす る こ とで 、各 制 作 にお け る作 り手 の体 験 につ い て把握 す る

こ とを試 み た。 そ の 際、 作 り手 の 立 場 に立 った把 握 を心 が け る こ とで、 見守 り手 と して立 ち会 っ

た筆 者 自身 の体 験 と区別 す るよ う心 が けた 。 こ う した 作業 を20制 作 分 、 おお よそ全 体 と して把

握 で き るま で繰 り返 した 。

② 制 作 体 験 の分 類

続 い て 、20制 作 分 の 体験 につ い て 、KJ法 を参 考 に しつつ 、 直観 的 に似 て い る と思 われ る体 験

同 士 を分類 し、 そ れ ぞれ 特徴 を も とに名 称 をつ けた 。 そ の結 果 、 「F・H・1・J・R・S・T」 「B・

G・K・0・P・Q」 「C・E・M・N」 「A・D・L」 の4つ に分類 され 、 それ ぞ れ 「集 中型 」 「揺 ら

3分 析 の際 、なん らか の視 点 をあ らか じめ導入 し、それ に よって体験 を切 り分 けて い くのでは 、生 き

生 き とした制 作体験 の本質 を損 ね る恐れ が ある と考 え られ たた め、体験 に根 ざ しつつ視 点 を抽 出す る

方法 としてKJ法 が参考 に され た。KJ法 につい ては川 喜 田(1967,1970)、 安藤(2004)を 参 考に した。
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ぎ型 」 「分 離 並行 型 」 「一 方 向型 」 と命 名 され た(各 制 作 の 特徴 を簡 潔 に ま とめ た も の を表1に 示

した)。 なお分 類 の 際 は 、筆者 の思 い 込 みや 期待 な どで 恣意 的 に歪 め られ た分 類 が 行 われ ない よ う

心理 臨床 を専 攻 す る大 学 院 生1名 と共 に 作業 を行 い 、分類 の根 拠 を可 能 な 限 り明確 化 す る よ う努

め た。 そ の結 果 抽 出 され た 、分 類 の根 拠 とな る各 型 の 特徴 を以 下 に示 す。

集 中型:砂 箱 にア イ テ ム を置 いた り、砂 を動 か した りす る 中で 、次 第 に砂 箱 の 中で独 特 の 雰 囲気

を持 った 作 品イ メー ジが 展 開す る よ うに な り、 そ うした砂 箱 の 動 き に引 き込 まれ る よ う

に して 制 作 に集 中 した。 制 作 中、 見 守 り手 や 時 間 の こ とは別 世 界 の こ との よ うに感 じ ら

れ 、 ほぼ頭 に無 か っ た。

揺 らぎ型:ア イ テ ム を置 い た り砂 を動 か した りす る 中で 、次 第 に砂 箱 の 中で独 特 の雰 囲気 を持 っ

た作 品イ メ ー ジが展 開す る よ うにな る一 方 、 アイ テ ム を探 す た め に棚 に向 か う時 の よ う

に 、砂 箱 か ら離 れ る際 は、 自分 が箱庭 制 作 を してい て それ を見 守 り手 に見 られ て い る と

い う現 実 に 引 き戻 され る よ うな感 覚 が生 じた。 アイ テ ム を選 ん で は置 く とい う行 為 を繰

り返 す 中で 、作 品 イ メー ジ に入 り込 ん で は現 実 に 引 き戻 され る とい う身 体感 覚 の 揺 らぎ

を伴 う体 験 を繰 り返 した 。

分離 並 行型:ア イ テ ム を置 い た り砂 を動 か した りす る こ とで 作 品 イ メー ジ が うま く展 開す る感 覚

が生 じず 、 そ うした砂 箱 の 動 き に集 中す る こ とがで きず に 、砂箱 に 向か い な が ら も どこ

か後 ろで 見 てい る見守 り手 の存 在 が気 に な るな ど した 。 作 品イ メ ー ジ に入 り込 も うと し

つつ 、 同 時 に見 られ てい る 自分 ・制 作 して い る 自分 とい うもの の存 在 に も注意 が 向 くよ

うな体 験 だ った 。

一方 向型:作 品イ メー ジ の展 開 に 引 き込 まれ る とい うよ りは
、「こ うい うもの を 作 りた い 」とい う

意 図で ア イ テ ム を選 び 、 作 品 に働 きか けて い くよ うな 制 作 が な され た 。 ア イテ ムを置 い

た り砂 を動 かす こ とでそ の都 度 作 品全 体 に動 き が生 じ るの を感 じる が、 そ う した 動 き に

引 き込 ま れ る こ とな く、 そ うした 動 き を制 御 す る こ とで 、い か に制 限時 間 内 で よ り よい

作 品 を作 り上 げ るか が 目指 され た 。

③ 分 析 の視 点 の抽 出

また ② と並 行 して 、② で筆 者 が 分類 の際 、 直観 的 に 用 いて い た と思 わ れ る視 点 の 明確 化 を行 っ

た。 これ に よ り、 デー タ と向 き合 う中 で筆者 の 内 に 自ず と生 じて い た分析 の視 点 が抽 出 され 、そ

の視 点 に も とつ い て再 度 ② で得 た 各型 の特 徴 を検 討 し直す 事 で 、デ ー タの生 き生 き と した 特徴 を

生 か した分 析 が 可 能 とな り、 また ② で得 た 分類 の客 観性 を高 め るこ とにっ な が る と考 え られ た。

こ う した 作業 の 結 果 、以 下 の2点 が 分析 の視 点 と して抽 出 され た。

・作 り手 は、作 品 に向 か いア イ テ ム を置 い た り砂 を動 か した りす る動 き と、作 品 か ら離 れ て アイ

テ ム を探 した り遠 くか ら作 品 を 眺 め直 す動 きの2つ を繰 り返 す こ とで 、砂 箱 の 枠 で 区切 られ た

砂 箱 の場 と制作 の場 とい う2つ の場 を繰 り返 し行 き来 す る。

・上 述 の運 動 を通 して 、作 り手 には2つ の場 が それ ぞ れ特 徴 的 な場 と して体 験 され る よ うに な る。

こ の2点 に も とづ き、砂 箱 の 場 ・制 作 の場 とい うそれ ぞ れ特 徴 的 な2つ の場 の 行 き来 とい う観

点 か ら、各 型 の 特徴 が検 討 し直 され た。
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表1:各 制作体験の概要

型1作 り手1概 要

集
中
型

F
最初 は緊 張したが、日本 の山村 という雰 囲気 で進み だす と、見守 り手 のことも忘れ て没頭す るようになった。

終盤 にはっと気づ いて時間を確認 した。

H
とりあえず 人形 を列 にしてみようと思 って作っているうちに、列 の 中の人 形 同士 の関係がイメー ジされたり、列

がどこからどこへ向かってい るのか想 像 されたりして、没 頭していた。

1
砂箱 が広 く感 じられ不 安だったが、好 きなものを置いているうちにどっぷ りその作 業 に浸 る感 じになった。

時 々ふ と「あ、こんな感 じい いな」などと思 いながら、置 く作 業 に没 頭した。

J
とりあえず 置いた戦 士から戦いがイメー ジされ、さらに置 いていく中でどん どんイメージが展開 していった。置

く中でしばしば感情 が喚起 され つつ 、時間を忘れて集 中してい た。

R
体調 が悪か ったが、目につ いたものを置いていくうちに、明るい 空間 が出来 上がっていき、次 第に体調 の事

を忘 れて没頭 した。終盤 はっと時 間に気づ き、焦 って仕 上げた。

S
砂 を触ったり動か したりしているうちに、時間 を忘れ て没 入していた。アイテムはい らない気 もしたが、置 いて

みるといい感 じで、夢 中で置い ていた。

T
最初 は見 守り手の事 が気 になったが 、アイテムを置 いていくうちに遺跡 のようなイメージが浮かび 、い っの 間

にかそこに没頭 していた。遺跡 に砂をかけながら、自分 の足元も沈 むような感 覚が生 じたりもした。

揺
ら
ぎ
型

B
緊 張しつつも、目についたアイテムを置 いていくと、女 の子の秘 密の庭 のようなイメージが浮か び、徐 々に集

中していった。だがアイテムを探 しに作 品か ら離れ るときは、見守 り手の存在 が気 になった。

G
作 品に 向か っている問は 自然 にイメージが湧 いたりして楽しかったが 、アイテムを選ぶ ために作 品から離 れる

と、見 守り手 はどういう作 品を期 待してるのかなどと考えてしまい、それ を打 ち消 そうとしていた。

K

人 生を振 り返 るような思いで アイテムを選 んでは置 いていった。作 品 に向かう間は、自分 の人 生これ からどう

なるんだろうなどと悲 しい思 いになったりもしたが、作 品か ら離 れると、ふ と見守 り手にこれを批 評されるのかと

思って恥 ずか しくなった。

0
緑 の多い風 景を作 るうちに、「こんなんもあったらいいな」といった思 いが湧き、自然と作 品 が展 開 していっ

た。だが棚か らアイテムを選ぶ 時は 「どんなん選 ぶんか見てるんや ろな」とやや 居心 地悪かった。

P
作 品に 向か っている問は 、一 人水 の中 にいるような静 かな時間だ が、作品か ら離れ てアイテムを探 す 問は、

陸 に上がってきて見守 り手に 自分 をさらしているような落 ち着か ない 時間だった。

Q
アイテムを置くたび にどんどんイメージが動き、それ に集 中していった。だが時 々 、そんな作品か ら離 れてアイ

テムを眺めていると、見守 り手に見 られ ている感 覚が 生じたり、終わ りの 時間が気 になったりした。

分
離
並
行

型

C
目についた花を置くと、なんとなく置きたいイメージが湧いてきて、家や木 、女の子 などを置 いていったが、ど
こか集 中できない感 じもあり、見 守 り手 の存 在 がちらちら気 になったりもした。

E
棚 を眺めていると滝 が 目につき、これ をメインにしようと思ってうれしくなった。だ がどうもしっくりこないないアイ

テムが多 くて集 中できず 、そんな様子 を後 ろから見 られているのかと思 うと居 心 地悪かった。

M
見 通しの無い不 安のなかで作 り始 め、ディズニーランドっぼくしたらいいや と思 いつき、作っていった。制 作 に

そこまで集 中するでもなく、どこか見守 り手も気 になるような時 間だった。

N

とりあえず 木を置いてみて湧い た「家 の裏 山」のようなイメー ジに従 ってアイテムを置いていったが 、どうもうまく

イメージが広 がらず 、もどか しい思 いだった。うまく集 中で きず 、見守 り手や時 間のことが気 になるのが苦し

い、煮 え切 らない思い だった。

一

方

向
型

A
棚 にあった松 とタヌキを見て 日本 庭 園のような作 品を作 ろうと思いつ き、欲 しいイメージに合 致するものを探 し
て置いていった。置 いてみ るとイメージと違 ったりす ることもあり、代 わりを探 すなどして調 整 した。

D
棚 のピアノと貝殻 を見 て、砂 浜 にピアノの音 が流れ る風景 にしようと思 い、作っていった。美 しいものを探して

置 いていき、最 後は愛 と平和 が必 要だと思 い、ハー ト型 に石 を並 べ、ハトを置 いた。

L
言語 的なカや 知性 といったものを表 現 したいと思 い、動物や 戦 車などを列 にして置 いてい った。表現 への意

味 づけをきつくしすぎないよう、色 や形 のバランスといった直感 的なものも気 につつ 作った。

一213一



京都大学大学院教育学研究科紀要 第56号2010

V.考 察

ここからは、結果で得た分析の視点にもとついて各型の特徴を詳細に検討 し、それ らを通して

見出される箱庭制作とい う場のもつ特徴について検討していく。なお、各型の特徴の検討では、

紙面の制限上、その型の特徴を最もよく表わしていると考えられる制作を取 り上げて検討する。

V-1.各 型の特徴の検討

魎(F・H・1・J・R・S・T)

こ の型 で は、 制 作 を進 め る中で 、 次第 に制 作 の場 の 雰 囲気

とは異 質 な砂 箱 の 場 が現 出 し、そ こに集 中 して い く こ とで制

作 の場 が砂 箱 の 場 の外 側 と しての み 存在 す るほ どに背 景化 し

て い った(図1を 参 照)。

具 体 的 にJ(写 真1)は 、制 作 開始 時 、作 品の イ メー ジが湧 か

ず ・見守 り手 に 見 られ る こ とをやや 居 心 地悪 く感 じた よ うで ・ 図1:集 中型 の体験

制作 の場 にお い て 自分 が さ ら され る よ うな思 い を抱 い た よ う

で あ った。 と りあ えず 目につ いた もの を置 い て い こ うと思 い 、 棚 か ら木 と戦 士 を取 っ て左 奥 に置

い てみ る と、そ こに戦 い が展 開 され る よ うな イ メー ジ が浮 かび 、置 きた い も のの イ メー ジが どん

どん浮 か ん でそ こに 引 き込 まれ る よ うな体 験 が生 じた よ うで 、砂 箱 の場 が 、制 作 の場 とは切 り離

され た 独 自の雰 囲気 を もっ もの として現 出 した こ とが うか が えた。 そ の 後 、作 り手 は 、 中央 に何

か 強大 な 敵 が来 る こ とを予感 しなが ら、次 々 に兵 隊 達 や戦 車 を置 い てい っ た。 そ の過 程 で 、 アイ

テ ム を探 そ う と砂箱 か ら少 し離 れ た 際 、ふ と、戦 い ば か りがそ こに繰 り広 げ られ て い る こ とを感

じ、そ の破 壊 性 に悲 し くな り、「癒 しの空 間 が欲 しい 」 との思 い が湧 い て 、右 奥 に女性 を置 き 、柵

で守 った よ うで あ っ た。 この よ うに 、 アイ テ ム を探 して は置 く とい う行 為 を繰 り返す 中で 、 いつ

の 間 にか 見守 り手 の存 在 は頭 か らな くな り、 作 り手 は 時 間 を忘 れ て 、砂箱 の場 に没入 す る よ うに

アイ テ ム を置 い て は 、少 し離 れ て や や傭 目敢す る感 覚 で砂 箱 の場 に触 れ る とい う体 験 を繰 り返 した

よ うで あっ た。 そ して、 そ の よ うに砂 箱 の場 へ の没 入 と術 日敢とい う体 験 を繰 り返 す 中 で、 自身 の

表 現 が生 み 出 され て はそ れ に よ って 心動 か され 、そ れ が また 新 た な表 現 を生 む とい う形 で 作 品 が

作 り上 げ られ て い っ た よ うで あ った。 制 作 終 了後 は、 見守 り手 と作 品 を一緒 に眺 め な が ら、見 守

り手 がず っ とそ こに いた こ とを改 め て実 感 し、 それ に よって 自分 も見 守 り手 のい る場 に戻 っ て き

た こ と を うっす ら と感 じた よ うで あ っ た。 そ して見 守 り手 に対 して 「今 こ こにい るこ の人 に表 現

した思 い を 聞い て ほ しい 」 とい う思 い が強 く湧 き、
＼

説 明 して 見守 り手 が理 解 して くれ た の を感 じ る と、

ほ っ と した よ うで あ った 。

このように集中型では、アイテムを探 し一(iま置く 滋 薩7
蟄 腫

という行為を繰 り返す中で、作 り手は生き生きと展

開する砂箱の場に集中し、制作の場は背景化してい

く。それによって作り手は、砂箱の場に没入する体

験と、やや傭日敢する感覚でそこに触れる体験とを繰

り返 し、作品を主体としてその内と外をめぐるよう

愈

与具1:Jの 作 品

一214一



大石:箱 庭制作という場の特徴に関する一考察

にそこに参与することで、作品が力動的に展開され、深 く心動かされるのだと考えられる。

匪塾](B・G・K・0・P・Q)

こ の型 で は、 制 作 を進 め る中で 、 制作 の場 とは異 質 の も の と

して砂 箱 の場 が 現 出す る一方 、制 作 の場 は背 景化 せ ず 、作 り手

は アイ テ ム を探 して は置 く とい う行 為 の繰 り返 しの 中で 、砂 箱

の場 に没入 す る体 験 と、 制 作 の場 の 自分 に引 き戻 され る体 験 を

繰 り返 した(図2を 参 照)。

具 体 的 にP(写 真2)は 、制 作 開 始 時、 作 品 のイ メ ー ジ が浮 図2:揺 らぎ型 の 体験

か ばず 、 見守 り手 の存 在 を感 じて ど こか緊 張 しなが ら棚 を見 て い っ た よ うで、 制 作 の場 にお け る

見守 り手 の存 在 が 、Pに 自身 の存 在 を 強 く意識 させ 、 自分 を さ らす こ と を強い られ る よ うな感 覚

を抱 かせ た よ うで あ った 。そ ん な 中、 フ ク ロ ウの アイ テ ム がPの 目に とま った よ うで 、オ ル ガ ン

の アイ テ ム の上 に のせ て 砂箱 左 奥 に 置 いた と ころ、 フク ロ ウが 高 い とこ ろか ら全 体 を静観 して く

れ る よ うな感 覚 が 生 じ、 ふ っ と落 ち着 いた 気持 ち にな っ た よ うで あ った。 フ ク ロ ウを置 く こ とで

作 品 に向 か って い る 間、 自分 が見 守 り手 とは違 う場 所 に い る よ うな感 覚 が した と報告 され 、制 作

の場 か ら区切 られ た独 自の場 と して砂 箱 の場 が現 出 し、作 り手 は砂 箱 の 場 に主 体 を委 ね 、 そ こに

一体 的 にか かわ っ て いた こ とが うか が えた
。だ がそ の後 、作 品か ら離れ て 棚 を 眺 め よ うとす る と、

見守 り手 の い る場所 に帰 って きた 感 覚 が生 じて緊 張 した よ うで 、砂 箱 か らい った ん離 れ る と、そ

こか ら引 き戻 され 、制 作 の場 にお い て再 び 自分 を意 識 させ られ 、 さ らされ る感 覚 が 生 じた よ うで

あ った 。 そ の後 、 小 さなカ メや ワニ 、這 い つ くば った兵 隊 を置 き 、 さ らに砂 を海 の よ うに波 立た

せ てみ よ う と思 っ て指 で 右 手前 か らゆ っ く り線 を入 れ て い った が 、そ の 間 は ほぼ 無 心 で、 一人 水

の 中 に潜 っ てい る よ うな感 覚 が生 じた と報 告 され 、 砂箱 の場 に主体 を委 ね一 体 的 に か かわ る こ と

で 、作 品 の世 界 に どこ か重 な る もの と して 自身 の体 験 が生 じた こ とが うか が えた 。 だ がそ の後 さ

らに、 何 か ない か と思 い 棚 へ 向か お うとす る と、見 守 り手 のい る陸 の上 に あ が って き た よ うな感

覚 が生 じた よ うで 、 そ うした主 体 を委 ねた 状態 か ら、 再び 自 らを 主体 と して さらすべ く制 作 の場

に 引 き戻 され た こ とが うか が えた 。 そ して 、 この よ うな制 作 の 場 で は、 作 品 につ い て うま く思 い

巡 らす こ とがで きな い よ うで 、Pは 「こ こ にい て は駄 目だ」 との 思 いで 作 品 に 向か い 、再 び砂 に

線 を深 く入 れ 直 し、も う置 け ない と感 じて 見守 り手 に終 了 を告 げた よ うで あっ た。制 作 終 了後 は 、

見守 り手 と作 品 を眺 め る こ とで、 初 め て作 品 に 自分 以 外 の 目が 入 っ て く るよ うな 違和 感 や気 まず

さが生 じた よ うで 、制 作 の場 が砂 箱 の場 を守 り包 む もの と して で は な く、砂 箱 の 場 とは 区切 られ

た異 質 な場 と して 、砂 箱 の場 と対 置 され る もの と し
、

て存 在 し続 けた こ とが うか が えた 。 ゐ.

灘薫蕪懇ll諺蘇
か ら一 転 して主 体 と して の 自分 自身 へ と引 き戻 され 一

る こ と とな る。 そ の た め作 り手 は、 アイ テ ム を探 し 与具2:Pの 作 品
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ては置く行為を繰り返す中で、2つ の異質な場の問で主体を委ねては引き戻 されるという振幅の

大きな体験を繰 り返し、自らの存在を揺るがされるような体験をするものと考えられる。

1分離 並 行 型1(C・E・M・N)

こ の型 で は、 砂箱 の場 が制 作 の 場 と区切 られ た異 質 な場 と

して生 き生 き と立 ち現 れ ず 、作 り手 は砂 箱 の場 に没 入 しよ う

と しつ つ も、 同時 に制 作 の場 に も注 意 が 向 く とい う、 い わ ば

制作 の場 と砂 箱 の 場 に片 足ず つ 入 れ る よ うな 体験 が 生 じてい

た(図3を 参 照)。

具 体 的 にN(写 真3)は 、 まず 棚 を 眺 め る 中で 目につ い た木 図3:分 離 並行 型 の 体験

を置 い て み よ うと思 いつ い た よ うで 、砂 箱 の右 奥 に 山を作 り

そ の上 に次 々 と置 い てい った。 す る と、そ こに家 の 裏 山 の よ うな イ メー ジ が浮 か ん だ よ うで 、砂

箱 の場 が どこか 制 作 の場 とは異 質 な もの と して感 じられ た こ とが うかが え た が、 一方 で、 それ が

どこ か しっ く り来 な い感 覚 が残 り、砂 箱 の場 が制 作 の 場 か ら区切 られ た独 自の場 と して生 き生 き

と立 ち現れ る まで は い かな い様 子 が うか が えた。 砂 箱 の場 は、 それ 自身 の動 き を通 して生 き生 き

と展 開す るもの とは な らず 、 あ くま で制 作 の場 か ら 「こ うい う風 に した ら ど うだ ろ うか」 な ど と

思 い な され る場 とい う感 覚 が強 い よ うだ った。 そ の後Nは 「この世 界 に生 き生 き して欲 しい 」 と

願 い なが ら、家 や 動物 な ど、棚 を見 て いて な ん とな く 目に留 ま っ た もの を順 次 置 い てい った が、

特 に ピ ン と くる感 覚 は生 まれ ず 、 砂箱 の場 が 生 き生 き と展 開す る感 じは 得 られ な か っ た よ うで、

も どか し さを感 じた と報 告 され た 。 こ う した状 況 か ら、作 り手 が砂 箱 の 場 に主 体 を委 ね て い こ う

と しつ つ も、砂 箱 の場 が あ くまで 制 作 の場 に属す る もの と して と どま り、 主体 を委 ね られ るよ う

な独 自の場 とな らな か った こ とで 、作 り手 は2つ の場 に 同時 にか か わ ら ざる を得 な か った こ とが

うか がわれ た。 作 り手 か らは 、ア イ テ ム を探 して は置 く行 為 の繰 り返 しの 中で 、 終始 、注 意 が ど

っ ちつ かず に漂 う感 じが あ り、 目の 前 の こ とだ け に没頭 で きな い 苦 しさが あ った と報 告 され 、 こ

の よ うな どっ ちつ かず な状況 の も と、 主体 的 に制 作 に 取 り組 めな い苦 し さが あっ た こ とが うか が

え た。 制 作後 は、 こ う した状 態 か ら解 放 され ほ っ とした一 方 、 作 品 を眺 め てい る と、制 作 中は気

に な らな か った 部 分 が妙 に気 に な り、作 品が 自分 の もの で ない よ うな感 覚 が生 じた よ うで 、 主体

的に取 り組めなかった作品に対 して、自分のもので

ありながら自分のものではないような違和感を抱か

されたことがうかがえた。

このように分離並行型では、砂箱の場があくまで

制作の場と地続きのものとしてとどまり、作り手は

砂箱の場と制作の場の両方に片足ずつ入れるような、

どっちつかずの状況におかれる。そのような中、作

り手は主体が分散されて発揮 されないような苦しさ

の中で制作を進めるのだと考えられる。

E璽(A・D・L)

与 具 δ:Nの 作 品

嵐

蟻
噂

1

こ の型 で は、 制 作 の場 にお け る 「こ うい うもの を作 りたい 」 とい う思 い に従 って砂 箱 の 場 が制

御 され 、 よ りよい 作 品 を 目指 す 感 覚 で作 品の完 成 が 目指 され た よ うで あっ た。 砂 箱 の場 は あ くま
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で制 作 の場 の一 部 と して と どめ られ 、作 り手 は砂 箱 の 場 に没 入 す る こ とな く、 一 方 的 に制 作 の場

から働きかけられるように制作が進められた(図4を 参照)。

具体的にA(写 真4)は 、棚の松やタヌキを見て思いついた 「日

本庭園のようなもの」のイメージをきっかけに、30分 の時間制

限内にいかにいい作品を作るかに挑戦する感覚で制作に臨んだ

ようであった。それは試験でよりよい解答を目指 して問題を解

くような感覚だったと報告され、砂箱の場に主体を委ねてその

動きに身を任せるのではなく、制作の場にむしろ積極的にとど

暉

く行 為 の 中 で、 砂箱 の場 に生 じる動 き を、 あ くまで

イ メー ジ と して 一 旦制 作 の場 に回 収 す る こ とで 、砂

箱 の場 の動 き を制御 す る よ うな制 作 が な され た と考

え られ る。 作 り手 は 、制 作 の場 にお い て、 自身 が主

体者 と して理 性 的 に一 方 向 的 に働 きか け る作 業 に集

中す る こ とで制 作 を進 め るの だ と考 え られ る。

図4:一 方 向型 の 体験

ま る こ とで 、砂 箱 の場 を制御 して い く感 覚 だ っ た こ とが うかが え た。 松 、 タヌ キ 、五 重 塔 を配 置

す る と、 作 りた い庭 のイ メー ジが よ り鮮 明 にな り、 そ のイ メー ジ を 自分 の 中で 明確 化 させ つつ 、

それ に見合 うもの を棚 か ら探 して は 置 くとい うこ とを繰 り返 して い った こ とが報 告 され 、 アイ テ

ム を置 い た り砂 を動 かす こ とで砂 箱 の場 に動 き が生 じる の を感 じな が ら も、そ うした動 きに 主体

を委 ね て い くの で は な く、 それ をあ くまで イ メー ジ と して制 作 の場 にお い て一 旦 回収 し、 主体 者

と して 作 り手 自身 が砂 箱 の場 へ と働 き か け直 してい た こ とが うか が えた。 作 品全 体 のバ ラ ンス を

終始 気 に しなが ら緊 張感 を持 って 制 作 が進 め られ 、 作 り手 はそ う した制 作 の場 か ら一 方 向的 に働

き か け る作業 に集 中 して い た よ うで 、 見守 り手 に 〈そ ろ そ ろ30分 経 ちます が〉 と言 われ 、 は っ

と した と報 告 され た。 制 作 終 了後 は 、 「こ こはや っ ぱ りな ん か違 うな」 「こ こは意 外 とい い な」 と

再評 価 す るよ うな感 覚 で 作 品 を眺 め 、 見守 り手 に対 して は、 で き の悪 い レポー トの説 明 をす る よ

うな感 覚 で 、気 恥 ず か しさを覚 えつ つ作 品 につ いて 説 明 した よ うで 、砂箱 の場 が 制作 の場 に属 す

る よ うに、作 品 も制作 の場 にお け る主体 者 と しての 作 り手 に ど こか属 す る もの と して捉 え られ て

い た こ とが うか が え た。

こ の よ うに一 方 向型 で は ・ アイ テ ム を探 してVま置 ノ

詣
O

ン

戸

覧

=

」
栂
.

与 具4:Aの 作 品

V-2.総 合 考 察

これ ま で各 型 の 特徴 を、作 り手 が2つ の場 を行 き来 す る体 験 と して検 討 して きた が 、そ の 中で

2つ の場 は それ ぞ れ特 徴 的 な体 験 の され 方 を してい た。 集 中型 で は 、砂箱 の場 に引 き込 ま れ る よ

うに制 作 が進 む 中で 、い わ ば砂 箱 の 場 が主 体 とな って 作 品 が展 開 し、制 作 の場 は砂 箱 の場 の背 景

と して 制 作 中意 識 され に くい もの とな って い た。 そ の こ とに よっ て 、制 作 の場 にお け る時 間や 見

守 り手 の ま な ざ し とい った縛 りは、縛 りと意識 され ず 、制 作 の 場 はむ し ろ砂 箱 の 場 を後 ろか ら支

え る枠 や余 白 として体 験 され てい た と考 え られ る。 そ してそ うした枠 や 余 白に支 え られ る形 で、

作 り手 は砂 箱 の 場 に没 入 して は、 少 し離 れ て術 目敢す る こ とを繰 り返 した の で はな い だ ろ うか。 い

わ ば、 制 作 の場 に 支 え られ な が ら、 作 り手 は 自 らを形 作 りつ つ 、 それ を と らえ直 す こ とで 揺 さぶ
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られ 、揺 さぶ られ る こ とで さ らに形 作 る とい う厚 み の あ る体 験 を した の で はな い か と考 え られ る。

一方
、 揺 らぎ型 で は 、砂 箱 の場 に向 か うこ とで作 り手 は そ こ に没入 す る一方 、 そ こか ら離 れ るた

び に見 守 り手 の 存在 を感 じ、制 作 の 場 にお け る主 体 者 と して の 自分 に引 き戻 され るよ うな 体験 が

生 じてい た。 この型 で は制 作 の場 の縛 りが作 り手 を主 体者 と して 引 き留 め る もの と して機 能 して

い た と考 え られ 、 作 り手 は砂 箱 の 場 に 主体 を委 ね る こ とで 、主 体 と して の砂 箱 の 場 が あ らぬ方 向

へ と向か う危 険 性 も含 んだ 困難 な状 況 を体 験 しつ つ 、 た びた び そ こ か ら強 引 に引 き離 され 、制 作

の場 に主 体者 として 引 き留 め られ る こ とを繰 り返 す 体 験 を して い た ので は ない か と考 え られ る。

制作 の場 は砂 箱 の 場 を支 え るもの とは な らず 、没 入 した作 り手 を砂 箱 の 場 か ら大 き く引 き戻す こ

とで、 砂箱 の場 が む しろ制御 困難 な 危 うい 場 とな りか ね ない 状 況 を生 じ させ てい た の では な いだ

ろ うか。分 離 並 行型 にお い て は、 作 り手 は砂箱 の場 に 没入 す る こ とな く、2つ の 場 に主 体 が分 散

され る よ うな体 験 が生 じて い た。 既製 アイ テ ム に表 現 を託 す とい う砂 箱 の場 にお け る縛 りが 、作

り手 に ど こか しっ く りこな い も どか し さを与 え 、作 り手 は砂 箱 の場 に主 体 を委 ね きれ ない ま ま、

い わ ば砂箱 の場 と制作 の場 の 両方 に よって 縛 られ 、2つ の場 に留 め置 か れ る状 況 に あ った もの と

思 われ る。 そ して 作 り手 は そ の よ うな どっ ちつ かず な 状況 で 、 主体 が よ り どこ ろな く浮 遊 す る よ

うな苦 しみ を感 じつつ 制 作 を進 め、 自分 の もの で あ りつつ 違 和感 を伴 うよ うな作 品 を作 る こ とに

な った の で は ない だ ろ うか。 これ に 対 し、一方 向型 で も、砂 箱 の場 と制 作 の場 の 両方 が縛 りと し

て作 り手 に体 験 され てい た と考 え られ る が、 作 り手 は試 験 を課 され た状 況 と して それ を体 験 し、

砂 箱 の場 に生 じる動 き を制 作 の場 に お いて 制御 す る よ うな理 性 的 な制 作 を行 って い た。2つ の場

に縛 られ 、主 体 者 と して と どめ置 か れ る状 況 の 中、 作 り手 はい わ ばそ の縛 りを 自分 の 内 に取 り入

れ る こ とで 、理1生的 な主 体者 と して の制 作 に集 中 して い た ので は な いか と考 え られ る。

以 上 見 て きた よ うに 、2つ の場 に は それ ぞれ 縛 りとな る状 況 が存 在 し、 それ らは 作 り手 の体 験

の 中で 守 り ともな れ ば、 む しろ作 り手 を脅 かす もの と もな り うるよ うで あ る。 集 中型 の よ うに、

制作 の場 の縛 りが 意識 され な い場 合 、 それ は砂 箱 の 場 を支 え る枠や 余 白 と して 、 い わ ば守 り と し

て体 験 され るが 、 揺 らぎ型や 分 離 並行 型 の よ うに制 作 の場 の縛 りが意 識 され る場 合 、そ れ は作 り

手 を制 作 の主 体 者 と して そ の場 に引 き留 め る もの として体 験 され 、作 り手 は砂 箱 の場 か ら引 き離

され た り、2つ の 場 の 問で分 離 させ られ る こ と とな る。 っ ま り、縛 りが 作 り手 に とっ て 自然 な こ

と と して背 景 化 す る場 合 、 それ は作 り手 を後 ろ か ら支 え る守 りに な るの に対 し、 それ が"縛 り"

と して 意識 的 に体 験 され る場 合 、 む しろ作 り手 を主 体者 と して そ の場 に縛 り、作 り手 の体 験 を危

うい も の にす る こ ともあ るの だ とい え るだ ろ う。Kalff(1966/1972)は 「自 由で あ る と同時 に保 護

され た 空 間」 を作 り出す よ うな ク ライエ ン トとセ ラ ピス トの関係 を強 調 してい るが 、そ れ は 見守

り手 とい う制 作 の 場 の縛 りが 自然 な もの と して作 り手 に体 験 されれ ば守 りとな るが 、そ うで な け

れ ば逆 に危 うさ と もな り うるこ とを危惧 して の もの で あ る と考 え られ る。 また 、既 製 アイ テ ム に

託 す とい う砂 箱 の 場 の縛 りにつ い て も、そ れ が 自然 な こ とと して体 験 され る場 合 、作 り手 の表 現

を あ る範 囲 の うちに守 り、 作 り手 の砂 箱 の場 へ の没 入 を促 す もの とな るが 、縛 りが違 和 感 を もっ

て体 験 され る場 合 は 、制 作 の場 の 縛 りと同様 、作 り手 は 主体 者 と してそ の場 に引 き留 め られ 、砂

箱 の場 へ没 入 し主 体 を委 ね るこ とが難 しくな る。 そ して それ は 、分 離 並行 型 の よ うな 、 どっ ちつ

かず な状 況 に置 か れ る こ とにつ なが る と考 え られ る。 た だ し、 一方 向型 の よ うに縛 りをむ しろ 自

身 に取 り入 れ 、 主 体者 と して制 作 に 取 り組 む場 合 、 作 り手 の主 体性 を強化 し、 作 り手 を どち らか
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とい うと守 る側 面 もあ る と言 え る。

2つ の場 にそ れ ぞれ 存 在す る縛 りは 、作 り手 を主 体者 と して縛 る もの で あ り、 それ 自体 は作 り

手 の揺 らぎ に対 す る守 りの側 面 を持 つ も ので あ る と言 え る。 た だ 、箱 庭 制作 にお い て は、 作 り手

は 主体 をか けて2つ の場 を行 き来 す る こ と にな るた め 、縛 りが あ ま りに強 く体 験 され る場合 、そ

れ は作 り手 を一 方 の場 か ら強 引 に引 き離 した り、両 方 の場 に引 き裂 いた りす る こ とにつ な が る こ

とも あ るの で はな い だ ろ うか。 箱 庭 制作 には 、作 り手 に2つ の 場 を行 き来す る よ う要 請 す る こ と

を通 して 作 り手 を揺 さぶ る側 面 が あ る。 そ れ は 、作 り手 を揺 さぶ り新 た に生 成 し直 してい く可能

性 を持 つ と同時 に 、場 合 に よって は 作 り手 を危 険 に さ らす もの とも な り うる。 セ ラ ピス トに は、

自身 の存 在 自体 が そ う した状 況 に大 き く関 与 す る こ とへ の 自覚 が必 要 で あ ろ う。 た だ し、河 合

(2002)が 、箱 庭 には没 入 す る とい うこ と と外 か ら全 体 を捉 え る とい う2つ の契 機 が あ る こ とを指

摘 した 上 で、「この 二 つ の契機 は 、制 作 に没 頭す る ク ライエ ン トとそれ を外 か ら見 守 るセ ラ ピス ト

とい うふ うに二 人 の人 に分 かれ る こ とも あれ ば 、 ク ライエ ン ト自身 も外 か ら見 た り、治 療者 も中

に没 入 した り とい うこ と も必要 なの で あ る」 と述 べ て い る よ うに 、箱 庭療 法 にお い て は、 没入 と

外 か らの捉 え直 し とい う動 き が、 クライ エ ン トとセ ラ ピス トとの 間 で様 々 な形 を取 っ て現 れ る。

そ の よ うに考 え る と、例 えば揺 らぎ型 の作 り手 の よ うに 、セ ラ ピス トの 存在 が ク ライエ ン トをた

び たび 主 体者 として 強 引 に砂 箱 の 場 か ら引 き戻 し、 外 か らの捉 え 直 しが 暴力 的 な 形 を とる よ うな

場合 にお い て も、 そ う した制 作 はす べ きで な い とす ぐに否 定 され る ので は な く、 そ こ に存在 す る

危 険性 は 十分 に 自覚 しなが らも、 そ うした 状 況 が ク ライエ ン トとセ ラ ピス トの間 で 、2つ の場 を

め ぐって どの よ うな形 で抱 え られ て い くか とい うこ とに 注 目して い く こ とが重 要 だ と言 え るだ ろ

う。Pの 制 作 にお い て、 作 り手 は見 守 り手 の存 在 を強 く感 じ、 さ らされ る よ うな感 覚 を抱 き な が

ら、砂 箱 の 中 に フク ロ ウ を高 い位 置 に置 い た が 、 これ は外 か らの捉 え直 しが暴 力 的 な形 を取 らざ

る を得 な い状 況 に お いて 、 作 り手 が砂 箱 の場 にお い て な ん とか 外 か ら捉 え直す 契機 を生 み 出 そ う

と した試 み で あ る とも考 え られ る。 そ して 作 り手 が 、 フ ク ロ ウが 高い と ころ か ら全体 を静観 して

くれ る よ うな感 覚 が生 じて 落 ち着 く気持 ち にな った こ とは 、 この試 み が わず かで は あれ 効 を奏 し

た とい うこ とで あ り、そ う した 作 り手 の 試 み を見 守 り手 が 感 じ取 りな が ら立 ち 会 って い くこ とで 、

見守 り手 の 内 に も作 り手 の必 死 の 試 み を抱 えて い こ うとい う姿 勢 が生 ま れ る ので は ない だ ろ うか。

箱 庭 療 法 にお い て は 、どの よ うな 作 品が そ こで展 開 され るか とい うこ とが まず 注 目され る点 だ が 、

そ の際 、2つ の 場 の行 き来 を通 して 作 り手 とセ ラ ピス トの 間 に どの よ うな 主体 をめ ぐるテ ー マ が

展 開 され て い るか とい う視 点 も有 しな が ら作 品 の展 開 を 味 わ う必要 が あ るので は な い だ ろ うか。

V-3.今 後 の 課題

本 研 究 は 、KJ法 を も とに実 施 した探 索 的 な もの で あ り、 臨床 場 面 を通 した 検討 も含 め、 さ ら

な る検 討 が必 要 で あ る と考 え られ る。 特 に、制 作 後 の 共 に味 わ う時 間 も含 めて 、 作 り手 と見守 り

手 の 問で どの よ うに 主体 をめ ぐるテ ー マ が抱 え られ て い くのか は今 後 さ らに検 討 してい く必要 が

あ るだ ろ う。 また 、今 回は成 人 の 箱庭 制 作 を検 討 対 象 に した が 、子 どもの箱 庭 制 作 の場 合 、作 り

手 と見 守 り手 が 遊 びつ つ 制 作 が進 ん で い く よ うな場 合 も少 な くな く、本研 究 で は 見 出 しえな か っ

た側 面 が 見 出 し うる とも考 え らえ る。
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A Feature of the Field of a Sandplay Session:  
An Analysis of Experiences of the Survey Contributors Between two 

Fields  

OHISHI Shingo 

As Ito(2007) states that it is important for sandplay therapy to have a double 
structure of the session room and the sand tray, the field of a sandplay session is 
unique, and it is thought to lead to a therapeutic function. In this paper I asked 20 
survey contributors to make sandplay works and analyzed their experiences based on 
KJ method. As a result it was found that they moved again and again between the 
field of a sand tray and the field of a session room. Four types were then found 
concerning the aspects of two fields. These four were examined, and each of them was 
described as a matter of subject. We examined how a subject was produced in the two 
fields. In conclusion, it was suggested that when a person moves two fields, his subject 
is shaken and leads to be reproduced. However, it also suggested that it is attended by 
some risks. 
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